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前期の試験期が間もなくですね。図書館の特別利用も「試験期」となって、すべての学年の希望者が利用できるように
なりました。この時期、大人気なのが、南棟ディスカッションスペースです。が！過去に間違った使い方をされていたこと
がありますので、ここで改めてお知らせします。

★ディスカッションスペースはグループ学習が
できるよう会話が可能です。図書館内で、会話がで
きるスペースはここだけですので、
おおいに活用してください。
スペース全体を使うのでなければ、事前の
お申込み等は不要です。ご自由に机を
組み替えて使ってください！

他の利用者の通行の邪
魔になるような場所に
物は置かないで。

パソコンが置きっぱなし。

学内といっても盗難の
恐れがあるので、気を
つけて。もし何かあって
も所有者の責任です。

図書館に水は禁物
です。傘は各自の
ロッカーにしまう
ようお願いします。

椅子の上など言語
道断。

この席、そもそも利用者が居ません。

荷物で場所取り、席取りはお互いの
ためになりません。

図書館から離れるときは、荷物を持っ
て出てください。

2人でも10名くらい大丈夫

ぼっちでも

現在の一部ドリンク可は、図書館に
空調がなかった頃に試行として認めた
ものです。

違反が多くなってしまうと、全面禁止
に戻るかもしれませんよ。

★利用できる時間
開館中はいつでも使えます。

土日祝日の特別利用時間帯も、今は試験期な
ので開放しています。（9月29日（金）まで）

★利用できる方
本学の職員・学生はどなたでも利用可能です。

★飲食ルール

飲み物は蓋がきちっと閉まる容器入りのもの
のみ試行で認めています。水筒類・ペットボトル
以外の容器はダメです。
食べ物は、アメ・ガムを含め
一切が禁止です。

イマイチな使い方

「氷点」 三浦綾子 藤井 聡教授（臨床検査医学）
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自分で出したゴミは自分で
ゴミ箱に入れてくださいね。



こんなときどうする？ 図書館利用のQ&A

8月25日（金）から特別利用が始まり図書館を利用する方も多くなる時期ですが、カウンターにも図書館利用に関
する様々な質問が寄せられています。
その中から、お問い合わせが多い質問と回答を一部ご紹介します。ご参考にどうぞ!

Q1: 自動貸出機で手続きした本を持って出ようとしたら、ゲートの警告音が鳴った。どうすればいいの？
A1： 特別利用時は、ゲート横の「一時取り置きワゴン」へ置いてください。開館中はカウンターへ！

自動貸出機の処理では、「取るタイミングが早い」「本を置いた向きが違っていた」「付録などが入っていた」など
の理由で、処理が完了していないということがあります。
ゲートで警告音が鳴った時は、自動貸出機で処理した資料を「一時取り置きワゴン」へ置いてください。
（処理手順はワゴンにあるので、よく読んでくださいね。） なお、一時取り置きワゴンに置いた本は翌開館日の
１3時までカウンターでお預かりしておりますので、受け取りにお越しください。

Q2： 借りた本が行方不明に・・・。同じ本を買って持っていけば良い？
A2： まず、図書館カウンターにご相談ください。

引き続き探していただくことにはなりますが、もう一度探すと意外なところから出てくることや、他の方が見つけ
て図書館に届けてくれていた、ということもありますので、まずは、お知らせください。
同じ本を買おうと思っても、既に販売されていないこともあるのです。
借りた本をは放置せず、自分できちんと管理することはもちろんなのですが、万が一本が見えなく
なっても焦って弁償本を手配せず、まずは図書館カウンターにご相談くださいね。

Q3: 自分がいま借りている本を知りたい。
A3: Webからいつでも確認できます。開館中はカウンターでもOK♪

1：図書館ホームページの画面中央にある【オンラインサービス・横断検索】に大学の
メールアドレスのID/PWでログインする。※教職員は事前の利用登録が必要です。
2：画面左上の【利用者サービス】から、貸出・予約状況照会を選択する。
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図書館からのお知らせ

私のお勧め本 藤井 聡 教授（臨床検査医学）

中3の秋、姉が持っていたこの小説を徹夜で読んでハマりました。

主人公の辻口陽子は旭川市内の裕福な病院長の養女です。継母にいじめられ、
多くの苦難や困難の中で、明るく成長していきます。複雑な家族関係、対人関係の中
で陽子は愛を貫こうとします。この作品は人間の罪と赦し、生きる希望などがテーマと
なっています。また、表題の「氷点」は、何があっても前向きに生きようとする陽子の
心がついに凍った瞬間を表していると言われています。

三浦綾子は旭川で著作活動を
送り、神楽に三浦綾子記念文学
館もある郷土の誇る小説家です。
舞台となる市内の見本林、農協、
辻口病院のモデルとなった病院、
喫茶店、教会、氷点橋、氷点通
りなどを巡ると、我々が住む街
の歴史と魅力を再確認し、愛着
も一層増すでしょう。

著者は晩年、神経系疾患にかかります。創作活動を口
述筆記で支えてきた夫の光世氏は献身的に介護します。
高齢になった夫婦の愛についても深く考えさせられます。

旭川医大の学生の多くが将来就く医療職の基盤にも
「愛」があります。1965年、71年刊行の古い小説ですが、

「愛を見失っている」、「恋と愛の違いが分からない」人に
ぜひとも読んで考えてもらいたい内容です。
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ギモン・質問は
いつでも

カウンターへ


